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1. はじめに 

コピー＆ペースト機能は，今やコンピュータ上で作

業を行う際に欠かせない機能になっており，テキスト

エディタや，画像・動画編集ソフトなど，様々なアプ

リケーションで実装されている．以後，ファイル内の

テキストや画像などの要素をオブジェクトと呼ぶ． 
コピー＆ペーストを行う際には，オブジェクトがコ

ピーされる側のファイルや Web ページ（以下，コピ

ー元ファイル）と，そのオブジェクトをペーストする

側のファイル（以下，ペースト先ファイル）が存在す

る． 
コピー＆ペースト機能を使っていると，「ペースト

を行った後の編集がうまくいかないため，オブジェク

トをもう一度ペーストをした時の状態に戻したい」，

「コピー元ファイルのコピーした部分以外の内容を参

照したい」など，コピー元ファイルに再アクセスする

必要が生まれることがある．しかしオブジェクトに対

して編集を行った状態では，コピー元ファイルへの再

アクセスは難しい． 
本研究ではこれらの問題点を解決するため，コピー

＆ペーストを行ったオブジェクトについて，そのオブ

ジェクトのコピー元ファイルを簡単に調べることがで

きるコピー元情報管理手法を提案する．さらに，コピ

ー元表示機能を持たせた試作アプリケーションについ

て述べる． 

2. コピー元参照における問題点 

ファイルの作成にあたりコピー＆ペーストを利用す

る場合は，ペーストしたオブジェクトをそのまま使う

のではなく，文章を挿入したり，一部を書き換えたり

するなど，編集を加えることが多い．しかし，オブジ

ェクトに対して編集を行ってしまうと，そのオブジェ

クトのコピー元ファイルへの再アクセスが困難になる

という問題点がある．以下に問題となる例を挙げる． 
• 事例１：あるテキストをコピー＆ペーストを用い

て引用し，新しいテキストを作成していた．しか

しペーストを行ったテキストに対する編集がうま

くいかず，内容がよく分からない文章になってし

まった．そこでもう一度コピーを行った当初の文

章を参照したいが，どこからテキストを引用して

きたのかを覚えていない．またペーストをした後

に編集していたため，テキスト検索でコピー元を

探すことは難しい． 
• 事例２：ある事柄に関する調べ物をするという作

業をしており，複数の Web ページからテキスト

をコピー＆ペーストして編集し，メモを残してお

いた．後日，そのメモの中でさらに詳しく調べた

い部分ができたため，その部分をコピーした元の

Web ページに再アクセスする必要が生まれたが，

事例 1 と同様にペースト後の編集によりテキスト

検索はうまくいかない．あらかじめこの作業で使

用したコピー元ファイルはブックマークをしてお

いたが，目的の部分をブックマークリスト内のど

のページからコピーしてきたのかを覚えていない

ため，ひとつずつページを開いて内容を確認しな

ければならない． 
この 2 つの事例のように，ユーザがオブジェクトを

ペーストし，さらに編集を行った後に，オブジェクト

のコピー元ファイル，もしくはコピー＆ペーストを行

った時点のオブジェクトをもう一度参照しなければな

らない状況がしばしば存在する． 
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コピー元ファイルを参照するには，フルパス名のよ

うなファイルを一意に識別することができる情報が必

要である．しかし，ペーストしたオブジェクトのコピ

ー元ファイルに関する情報をユーザが正確に対応付け

て記憶しておくことは難しい． 
そのため事例 1 では，ユーザはコピー元ファイルを

見つけるためにそのテキスト自身をキーとしてファイ

ル検索を行っている．これは，そのコピー元ファイル

について何も覚えていないという場合に発生する．し

かし事例 1 のようにペーストをしたテキストに対して

編集が加えられている場合は，そもそもどの部分が編

集前のテキストであるかの判別が困難であり，検索の

ための適切なテキストやキーワードを抽出することが

できない． 
ペーストを行った時点でのオブジェクトを参照する

手法には，検索のほかにアプリケーションに実装され

た Undo 機能を使い，ペースト後の編集を遡る方法が

ある．しかし，一般に Undo 機能で遡ることができる

編集のステップには限界があるため，ペーストを行っ

た時点まで遡ることができない場合がある．また，目

的の部分とは関係の無い部分の編集まで遡ってしまう，

ちょうど参照したい状態になるまで Undo 操作を繰り

返さなければならないため時間がかかってしまう，な

どの問題がある． 
事例 2 では，あらかじめコピー元ファイルのリスト

を作っておくことで，コピー元ファイルの探索時間を

減らし，参照を容易にしようとしている．しかし，作

成しているファイルに対してコピー元ファイルが複数

存在する場合，ペースト後に編集されたテキストと，

コピー元ファイルの内容をおのおの比較して目的のコ

ピー元ファイルを探す必要がある．両者は全体的なテ

キストの様子が異なるため，一瞥しただけではその同

等性を認識することが困難であり，探索に膨大な時間

がかかってしまうことが推測される． 
このように，ペーストしたオブジェクトに対して編

集したことがコピー元ファイルの参照を困難にしてい

ることがわかる．本研究ではこの問題に対して，オブ

ジェクトに編集が加えられた後でも，簡単にコピー元

ファイルを参照することができる手法を提案する． 

3. 提案手法 

本研究では前節で述べた，ペースト後に編集を加え

られたオブジェクトからはコピー元ファイルへのアク

セスが困難である，という問題を解決するために，オ

ブジェクトに直接コピー元情報の付加を行う手法を提

案する． 
まず提案手法の概要について説明し，次にオブジェ

クトがテキストの場合におけるプロトタイプの実装に

ついて述べる． 
3.1 コピー元ファイル情報の付加 
提案手法の概要を図 1 に示す．まずコピーが実行さ

れた際に，オブジェクトに関するデータだけでなく，

コピー元ファイルの URI などのファイルを識別する

情報を一緒にクリップボードに送る．次にペーストが

実行された際に，オブジェクトに関するデータと共に，

この情報をクリップボードから取得し，ペースト先フ

ァイルに記録する． 
ここで，ペーストするオブジェクトとコピー元ファ

イルに関するデータは，システムが互いに対応付けて

記録し，その後オブジェクトに対してユーザが編集を

行っても，編集後のオブジェクトと，コピー元ファイ

ルの対応付けは保持されるようにする．これにより，

オブジェクトに編集が行われた状態でも，ペースト先

ファイルのオブジェクトからコピー元ファイル情報を

用いて，そのオブジェクトのコピー元を参照すること

ができる． 

 

図1  コピー元情報付加の概要 

3.2 テキストオブジェクトへの適用 
コピー＆ペーストの対象となるオブジェクトがテキ

ストの場合，文字単位で自由に分割や挿入が可能であ

るという特性があるため，ペーストされたテキストと，

コピー元情報の対応付けは単純ではない．そこで本手

法では XML タグをテキストに付加することで，コピ

ー元ファイルの情報とテキストオブジェクトを対応付 
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図2  タグ付けによるコピー元情報の付加 

ける．このタグは実際にユーザが編集を行っているフ

ァイルそれぞれにひとつずつ存在する XML ファイル

に書き込まれる．XML ファイル内のタグ付けの例を

図 2 に示す． 
図 2 に示すように，テキストがペーストされた際に

は，システムは XML ファイルの対応する箇所にペー

ストされた文字列を挿入し，その前後にタグを付ける．

本論文ではこのタグを pasted タグと呼ぶ．またペー

ストされた文字列と，ユーザのタイピングによって入

力された文字列を区別するため，タイピングによって

入力された文字列には typed タグをつける．XML フ

ァイルはユーザがテキストを編集するのに同期して，

自動的に内容が変更される． 
pasted タグには属性として，コピー元ファイルの位

置を URI として持つ．これにより，ペーストされた

テキストが編集されても，pasted タグそのものは消え

ないため，ペーストされた文字列とコピー元ファイル

の情報とを結び付け続けることが可能になる． 
またユーザがペーストを行った文字列に対して編集

を加えた結果，ペーストをした文字列が１文字も残っ

ていないという状況が考えられる．このような状況で

も「ペーストで貼り付けた文章を編集した」という記

憶を持つユーザに，コピー元ファイルの情報を提供で

きるようにすることが望ましい．そこで，pasted タグ

内の文章が編集によって全て消去されても，pasted タ

グ自体は消さずに残しておく．これにより，ユーザが

編集しているテキストからは全て消されてしまったも

のの，あるファイルからテキストをコピーしてきた，

という情報を残しておくことができる． 
3.3 プロトタイプ 
ユーザがテキストのコピー元ファイル情報を参照す

ることができるテキストエディタのプロトタイプを

Windows XP 上に実装した．図 3 にそのインタフェー

スを示す．このプロトタイプは通常のテキストエディ 

 

図3  プロトタイプ：コピー元を表示した様子 

タとしてふるまうが，システムはテキスト内のどの部

分がペーストされた文字列であるかを，テキストの横

にバーを表示することによって示す（図 3 右側）．こ

のバーはコピー元ファイルごとに表示され，このバー

の範囲内に，そのバーが示すコピー元ファイルからペ

ーストされた文字列が存在していることを表す．ひと

つの行内に複数のコピー元からペーストされたテキス

トがある場合には，バーが並行して表示される． 
バーの上にマウスカーソルを乗せると，コピー元フ

ァイル情報をポップアップで表示し，ペーストされた

コピー元ファイルに対応するテキストの背景色が灰色

に変化する．コピー元ファイルの情報として，コピー

元ファイルの URI を表示する．ユーザはこの URI を

クリックすることで，コピー元ファイルを参照するこ

とができる． 
コピー元ファイルの URI は，コピーの際にクリッ

プボードに送られる HTML フォーマットのデータか

ら取得している．そのため，本プロトタイプは，

HTML フォーマットのデータをコピー時にクリップ

ボードに送るアプリケーション（Word や Internet 
Explorer など）からコピーを行った場合のみを対象に

している． 

4. 議論 

本提案手法では，コピー元情報として URI のみを

利用している．提案手法を用いてユーザが実際にコピ

ーを行ったオブジェクトを参照するには，URI を用い

てコピー元ファイルにアクセスしたあと，ファイル内

からコピーを行ったオブジェクトを探す必要がある．

URI だけでなく，ファイル内の具体的なオブジェクト

の位置も記録し，提示できるようにすることで，コピ

ーしたオブジェクトを参照する時間をさらに短縮する
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ことができると考えられる． 
さらに本提案手法では，コピー元ファイルの更新が

行われた場合や，位置が変更された場合に，ペースト

されたテキストとコピー元ファイルの対応が壊れてし

まう．コピー元ファイルに対する操作に対応し，ペー

スト先ファイルに記録されたコピー元ファイル情報を

自動的に更新するようにすることで，システムの信頼

性が向上すると考えられる． 
また今回実装したテキストエディタでは，コピーの

際に HTML フォーマットのデータをクリップボード

に送るアプリケーションでしか，コピー元ファイルの

URI を参照することができない．アプリケーションの

種類によらず提案手法を用いるためには，全てのアプ

リケーションでコピー元情報をクリップボードに送る

ようにするか，クリップボード自身にコピー元情報を

取得する機能を持たせる必要がある． 

5. 関連研究 

コンピュータ上で行った作業に関する情報を記録し

ておき，ユーザの必要に応じてその情報を提示する研

究は多数存在する．Time-Machine Computing[1]は，任

意の時間にコンピュータの状態を戻し，その時点での

デスクトップ，及びデスクトップ上のファイル内容の

再 現 ・ 比 較 を 可 能 に し て い る ． Time-Machine 
Computing のように，ユーザが行った作業のログを記

録し，それを提示するシステムを用いれば，「ペース

ト」というイベントが発生した時点でのファイルを再

現することで，特定のオブジェクトがペーストされた

時の状態を調べることができるが，複数のログを比較

して目的の時点を探し出す必要があり，ログを探索す

るというオーバヘッドが発生してしまう． 
また 1 つのファイルについて，編集に応じてその段

階ごとにファイルを保存する，バージョン管理システ

ムに関する研究も行われている[2]．このようなバー

ジョン管理手法を用いても，ペーストを行った状態の

ファイルを参照することができるが，膨大なバージョ

ンファイル群の中から目的のファイルにアクセスする

ことは困難である． 
また俺デスク[3]のようにファイル間の関連性を用

いたファイルアクセス支援の研究がある．特定のファ

イルに対して，コピー＆ペーストというユーザ操作を

行ったファイルを抽出することで，そのファイルにペ

ーストしたオブジェクトのコピー元ファイルを知る事

が可能である．しかし，複数のファイルからコピーを

行いコピー元ファイルが複数存在する場合は，テキス

トの内容とコピー元ファイルの内容の比較をして，目

的のオブジェクトのコピー元を探すオーバヘッドが発

生する． 
この節で述べてきたように，現存する手法を使って

コピー元ファイルの情報を探す場合は，複数の選択肢

の中から目的のものを探す必要がある．提案手法では，

ペーストされたオブジェクトからコピー元ファイルが

一意に定まることを利用して選択肢をひとつに絞るこ

とで，複数の候補から目的のものを探すというオーバ

ヘッドを無くすことができ，ユーザに対して簡潔にコ

ピー元の情報を提供することができる． 

6. まとめ 

本論文では，ペーストをした後に編集を加えられた

テキストから，コピー元のファイルへアクセスする手

法と，テキストエディタとして実装したプロトタイプ

について述べた．今後は，コピー元情報として URI
だけでなくコピー元ファイル内のオブジェクトの具体

的な位置情報を提示することや，この機能を実環境で

用いた場合のユーザビリティの評価，テキスト以外の

オブジェクトへのコピー元情報の付与などを検討して

いきたい． 
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